
 

  補 助 金 概 要 調 書 

補 助 金 名  米子市納税貯蓄組合補助金 

所 管 部 課  市民人権部 収税課 （TEL ２３－５１６１（直通））              

補 助 対 象 者 米子市納税貯蓄組合 

補 助 開 始 年 度 昭和２７年度 

交 付 目 的  

 厳しい納税環境にあって、唯一納税協力団体として位置づけられる組合の育成助長

を推し進め、納期内納付率を向上させるとともに納税思想の効用を図り、市税収納の

安定的な確保を図る。 

補 助 金 額 と  

過 去 の補助実績  

（  ）は一般財源額 

H １ ７年 度 実 績 H１８年度実績 H１９年度実績 H２０年度予算額 

２，７９０千円
（ ２，７９０ ）千円

２，７３４千円
（２，７３４ ）千円

２，７０６千円 
（ ２，７０６ ）千円 

２，７３９千円
（ ２，７３９ ）千円

補助事業の内容  

１ 組合運営の円滑な推進 

２ 納税思想の高揚、税知識の普及 

３ 組合員の加入促進 

４ 組合員の口座振替の推進 

補助事業に係る経費  

補助事業の全体経費                       ２，７３９ 千円 

内 補 助対象経費                        ２，７３９ 千円 

補助対象経費の内訳 

１ 使用人の給料     ５０３千円 

２ 帳簿書類の購入費  １０２千円 

３ 事務所の使用料    １７８千円 

４ 事務費        １，９５６千円 

補助金額の算出方法 

補助率、補助額 

の考え方 

米子市納税貯蓄組合規則に定める補助金の交付基準に

よる 

１ 使用人の給料      補助対象件数×８５円 

２ 帳簿書類の購入費   組合数×１，０００円 

３ 事務所の使用料    補助対象件数×３０円 

４ 事務費          組合員数×５００円 

限 度 額 無  

補 助 金の財源等  

市単独 一般財源 ■     特定財源 □（               ） 

国県等

協調 

直接補助 □ 国  /  県  /   市  /   その他（       ） / 

間接補助 □ 国  /  県  /   市  /   その他（       ） / 

補助事業の効果及び 

効果の検証方法等 

 組織の充実強化による納税思想の高揚と納期内納付率の向上。 

 市税収納の安定的な確保を図る観点から、納期内納付率及び口座振替利用率の実

績により検証。 

終期の設定 

（例外を適用する場合には

その理由等） 

 厳しい納税環境下にあって、納税貯蓄組合加入者の市税納付率は高く安定してお

り、税収の安定的な確保の観点から、市財政に大きく寄与していることから当面継続

する。 

 

その他参考事項  

(過去の見直しの経過等) 

  

 

 

 


